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研究成果の概要（和文）：本研究では、ヘルダーの人間性形成思想をもとに、以下の３点を明らかにした。第一
に、（普遍的）人間性は個性と対立しながらも相即的関係にある。こうした観点をふまえることではじめて、多
文化共生が本来的な意味で実現可能となる。第二に、その実現のためには、感情移入・共感が重要な役割を担っ
ている。そして第三に、今日の多文化共生論およびその実現に向けた現代日本の道徳教育は、ヘルダーの人間性
形成思想によって理論的に基礎づけられることでその真価を発揮しうる。

研究成果の概要（英文）：Refer to Herder's idea of humanity formation, the author suggested the 
following opinions: First, humanity(universality) and individuality is complementary to each other 
though they are opposed. Only this perspective makes the multicultural coexistence possible. Second,
 empathy(in German; Einfuelung) leads to the realization of it. Finally, the modern multiculturalism
 and moral education, which makes it realized, in Japan need to be grounded by the above ideas.

研究分野： 教育哲学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ヘルダーの人間性形成思想のうちに多文化共生論や感情移入（共感）論の萌芽を見いだす先行研究は確かに存在
する。しかしその両者を、さらには道徳教育をも結びつけて体系化しその現代的意義について問う研究は存在し
なかった。そのため、こうした視点に立脚して考察を進めた点に本研究の学術的意義がある。また、その社会的
意義は、現代の多文化共生論およびその実現に向けた現代日本の道徳教育をヘルダーの人間性形成思想の観点か
ら理論的に基礎づけた点にある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

 
 
１．研究開始当初の背景 

価値の多様化・相対化が進展する今日、多文化共生の実現が喫緊の課題として要請されている。
そして、その実現に向けた方途の一つであり、その中でも特に重要な役割を果たすものこそ、道
徳教育である。しかし、その多文化共生、換言すれば諸文化・諸価値の相互承認（Taylor 1994= 
1996:86-101）とはいかにして可能となるのか。それは、共生する諸文化およびそこに属する人々
が何らかの共通点、しかもそれは万人に当てはまるという意味で普遍的な共通点を有すること
によるのではないだろうか。そしてその（普遍的）共通点こそ、われわれが人間性と称するもの
である。それにくわえて、「豊かな人間性･･････を備えた人間の育成を期する」という文言が改
正教育基本法に明文化されたことをふまえるならば、人間性形成は（道徳）教育の目的であると
ともに、多文化共生の実現にとっても重要な契機となると言える。 

教育学分野においては、ブレツィンカ（1986=1992）以降、確かに価値多様化（多文化共生）
時代における（道徳）教育の問題について度々考察されてきた。しかし、人間性形成を通じた多
文化共生の実現可能性に関する研究がなされてきたとは言い難い。こうした現状をふまえると、
多文化共生の成立根拠であるところの、他文化およびそこに属する人々の間の（普遍的）共通点
たる人間性およびその形成方法、ならびに人間性形成を通じた多文化共生の実現可能性を追究
することが肝要である。したがって、本研究の問いは、多文化共生の成立根拠であるところの、
他文化およびそこに属する人々の間の（普遍的）共通点たる人間性の形成は如何にして可能とな
るのか、ということになる。 
 
２．研究の目的 
 上記の問いをふまえ、（１）多文化共生の成立根拠であるところの、他文化およびそこに属す
る人々の間の（普遍的）共通点という視点から人間性を考究し、（２）その形成方法にくわえ、
（３）その人間性形成を通じた多文化共生の実現可能性について検討することが本研究の目的
である。 
  
３．研究の方法 
 本研究では、18 世紀ドイツの思想家ヘルダーの人間性形成思想を手がかりとしながら、上記
目的に照らして考察を進めてきた。その理由としては、彼が教育学的視点から人間性形成のあり
方を先駆的に考究するとともに、多文化共生論の草分けとして現代の多文化共生論にもその理
念が継承されている（たとえば、Taylor 1994=1996:44-46）など、18 世紀の思想家とはいえ、今
日においてもなおその影響力は多方面に渡る（Greif, Heinz, Clairmont 2016:669-748）ことが
挙げられる。 
 以上の点を鑑み、本研究の遂行に際し、以下の３つの課題を設定した。具体的には、①ヘルダ
ーの人間性形成思想にみられる〈普遍‐特殊〉関係の〈人間性‐個性〉関係への応用（寺川 2020, 
Terakawa 2021a）、②課題①をふまえた自己（感情）移入・共感といったヘルダーの他者理解に
関する諸原理の考察（寺川 2021b,2022a）、そして③課題①、②の研究成果をもとにした、ヘル
ダーの人間性形成思想の多文化共生およびその実現に向けた道徳教育への応用可能性について
の検討（寺川 2022b）、である。 
 
４．研究成果 
(1) 課題①については、〈普遍‐特殊〉の「対立の一致」（coincidentia oppositorum）関係をヘ
ルダーの認識論・存在論の視点から考察し、その内容をふまえて、彼の歴史哲学をもとに「普遍
的なもの」たる人間性と「特殊なもの」たる個性との関係について検討した（寺川 2020）。 

まずは、ヘルダー（1799=1998）をもとに、〈普遍‐特殊〉の「対立の一致」関係を認識論の視
点から考察した。とりわけ特殊化をふまえた普遍化、および普遍化をふまえた特殊化という理性
の両作用の螺旋状的な認識の深化により、〈普遍‐特殊〉の「対立の一致」関係の「生動的な」
認識へと至ることが、人間形成の一過程であることを確認した。また、ヘルダー（1769a=1987, 
1769b=1987, 1787=1994）を手がかりとして、〈普遍‐特殊〉の「対立の一致」関係を存在論の視
点から分析した。その内容を要約するに、「普遍的なもの」たる根源的モナドの変状によって「特
殊なもの」となる派生的モナドは、その根源的モナドすなわち「力としての神」を内在するとい
う、〈普遍‐特殊〉という対立が一致（均衡）した現存とみなしうることが明らかになった。 

以上の内容をふまえて、ヘルダー（1774=1994, 1784-91=1989）にもとづいて、「普遍的なもの」
たる人間性（Humanität）と「特殊なもの」たる個性との関係について検討した。先ほどの見解
になぞらえて言えば、「特殊なもの」として個性的存在たる個々人および諸民族は、「普遍的なも
の」たる人間性の歴史的風土的影響による変状を通じてその現存を享受するが、彼らは常に「普
遍的なもの」たる人間性を有するがゆえに、〈人間性‐個性〉の対立が一致（均衡）した現存と
して存在するのである。このように、ヘルダーの思想を手がかりとするならば、多文化共生を実
現するためには個性的な多文化に通底する「普遍的なもの」、すなわち人間性がその前提となっ
ている。そしてその際肝要なのは、多文化共生の実現に向けて「普遍的なもの」たる人間性のう



ちに「特殊なもの」たる個性を、そして個性のうちに人間性を見いだすこと、すなわち人間性と
は何かと問い、それを育む人間性形成、より正確に言えば「対立の一致」関係にある〈人間性‐
個性〉の動態的認識過程なのである。 

こうした見解に基づくと、「１．研究開始当初の背景」で述べたごとく、多文化共生を実現す
るためには、個性的な多文化に通底する共通点、すなわち人間性がその前提となっていると言え
よう。そして、その際肝要なのは、人間性と個性との関係を「対立の一致」という観点から捉え
返すということではないだろうか。ただし、ここで注意すべきは、ヘルダーの「対立の一致」論
が「対立」を対立としてそのまま保持しながらも、「均衡」としての「一致」へ至らしめようと
試みている点である（寺川 2018）。この「対立の一致」という過程こそが、先述した〈普遍‐特
殊〉の「対立の一致」関係の「生動的な」認識過程、すなわち人間形成の過程の一つなのである。
それゆえ、多文化共生の実現に向けて、「普遍的なもの」たる人間性のうちに「特殊なもの」た
る個性を、そして個性のうちに人間性を見いだすことが必要なのであり、それこそが人間性とは
何かと問い、それを育む人間性形成、より正確に言えば、「対立の一致」関係にある〈人間性‐
個性〉形成なのである。その際、多様な諸文化は人間性の名のもとに一元化されるわけではなく、
その多様性（個性）を保持しながらも均衡、すなわち一致へと至るのである。この一致こそが、
個性と対置されるところの「人間性／人類」（Menschheit）という規範性を超え、その個性と人
間性の「対立の一致」という名の均衡としてのフマニテートなのである。このような視座に依っ
て立つことでこそ、初めて多文化共生が実現しうるのではないだろうか。 

なお、以上の見解をふまえて、寺川（2021a）では、ヘルダーの人間性形成思想をベルジャー
エフの人格形成論と比較考察した。 
 
(2) 課題②では、その〈人間性‐個性〉の動態的認識過程を基礎づける方法論として、彼の自己
（感情）移入（Sichhineinfühlen; Einfühlung）および共感（Sympathie）概念に着目した（寺
川 2021b）。 
 まず、ヘルダー（1769c=1994,1778a=1994）をもとに、その自己移入論の基盤をなす「触覚」
概念について検討した。すなわち、触覚とは「相互に内部へと入り込む（in einander）ものと
して捉える感覚」（Herder 1778a=1994:257）にして、「われわれ人間の自我全体を、それに隈な
く触れたところの形態へと移入すること」（Herder 1778a=1994:297）である。これをふまえて、
ヘルダー（1778b=1994）を手がかりとして、自己移入論の方法論的基盤について考察するととも
に、ヘルダー（1774=1994, 1784-91=1989, 1793-97=1991）の歴史哲学的人間形成論において自
己移入（共感）が具体的にどのような機能を果たしているのかについて吟味した。結論としては、
ヘルダーの自己移入論には、類比・想像に基づく自己移入という拡張と先入観という収縮との動
態的な緊張関係を通じて、「おのれの自我の著しい拡張」（Cassirer 1957=1996:286）としての自
己移入から出発し、「具体的な人間の人間性」（Herder 1784-91=2002:1138）に直に触れながら公
平性（フマニテート）を実現し、それによって自己移入を、「〈主体‐客体〉という統一体」（Piirimäe 
2020:9）ないしは「対立の一致」へと達する「没我の認識」（酒田 2017:476）として確証すると
いう意味での人間形成の過程が内在していることを指摘した。 
 以上の見解が現代日本の道徳教育に与える示唆としては、「読み物教材の登場人物への自我関
与が中心の学習」において自己（感情）移入を行う際には、生徒が具体的にその登場人物に直接
ふれあうという（疑似）体験が重要であること、またヘルダーも主張するように、自己意識の醸
成から（身近な）他者への共感、そして（普遍的な）公平性へと自己（感情）移入を深めていく
プロセスは、道徳科の視点 A「主として自分自身に関すること」から視点 B「主として人との関
わりに関すること」、そして視点 C「主として集団や社会との関わりに関すること」へと、児童
生徒にとっての対象の広がりに即して内容項目を配列する学習指導要領の見解（文部科学省
2017a:5, 文部科学省 2017b:5）とも合致しており、その意味でも自己（感情）移入が道徳教育
の要となること、が挙げられる。 
 なお、本研究の補論として、主にヘルダー（1800=1998）を手がかりに以下の点を解明した（寺
川 2022a）。まずは、人間における共感の最高形式たる「共同知性」（Mitverstand）（Herder 1800= 
1998:698）、すなわち「知性に基づく共感」を人間は神的な普遍知性へと完成させることは不可
能であるが、そこへと向けて自らの共感の形式を継続的に形成することが重要であることであ
る。そして、それとともに想像力に基づく「投射的共感」（projizierte Sympathie）（Heinz 2020: 
68）、さらには感覚・感性に基づく「同情」（Mitleid）（Heinz 2020:65）との協働によってそれ
を補完するのが肝要だということである。また、ヘルダーの共感（自己（感情）移入）論の対象
が他者に留まらず、自然をもその視野に包摂していることをふまえ、自然への共感の可能性につ
いても考究した。そしてその内容をもとに、道徳科の内容に関する視点 D「主として生命や自然、
崇高なものとの関わりに関すること」の取り扱いにおける方法論的基礎づけを試みた。 
 
(3) 以上の研究成果をふまえながら、ヘルダーの人間性形成思想の多文化共生およびその実現
に向けた道徳教育への応用可能性について検討したのが課題③である（寺川 2022b）。 
 まず、多文化共生を批判的に考察する国内外の先行研究を整理した。わけても、テイラー（1994= 
1996: 93）が多文化共生、すなわち諸文化・諸価値の相互承認を可能にする縁として引き合いに
出すのが、ガダマー（1960=2008:479ff.）の「地平の融合」である。この地平［の］融合と並ん
で注目すべきガダマーの基本概念として、「解釈学的循環」（Gadamer1960=2008:421ff.）が挙げ



られるが、この解釈学的循環、さらには地平［の］融合の概念は、ヘルダーの自己（感情）移入
論にも通ずることが指摘されている（濱田 2014:257）。事実、寺川（2021b, 2022a）の考察と照
らし合わせてみても、濱田（2014）の指摘は妥当であり、ここにヘルダーとテイラーの接点、さ
らにはヘルダーの自己（感情）移入論が現代においても通用することがうかがい知れる。また、
そのテイラー（1994=1996）に対するロックフェラー（1994=1996）の応答のうちには、人間性と
個性の「対立の一致」関係（寺川 2020）を想起させる思索が見受けられる。さらに、このロック
フェラー（1994=1996）の思索を敷衍したものと位置づけられる花崎（2001）の見解は、他者理
解の前提として「（推量的）想像力」（久重 1988）や「三人称的客観」論（森 1977）、さらには「憐
れみ（ピティエ）」を引合いに出している点で、ヘルダーの自己（感情）移入論（拙稿 2021b, 2022a）
や「対立の一致」論（拙稿 2018）と接点を有する。 

また小・中学校『学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』を中心に、現代日本の道徳教育にお
いて多文化共生がどのように位置づけられているのかについても吟味した。その内容を総括す
るに、自己理解（視点 A の「〔向上心、〕個性の伸長」、視点 C の「〈伝統と文化の尊重、国や郷土
を愛する態度〉、〔郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度〕および〔我が国の伝統と文化の
尊重、国を愛する態度〕」）をふまえつつ自己（感情）移入を行い、それによって視点 B の「〈親
切、〉思いやり〔、感謝〕」「相互理解、寛容」や視点 C の「公正、公平、社会正義」「国際理解、
国際〈親善〉〔貢献〕」、さらには視点 D の「生命の尊さ」「自然愛護」といった道徳的価値（〈 〉
については小学校のみの規定、〔〕については中学校のみの規定）の理解およびそれを基調とし
た「道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度」の育成が可能となることを明らかにした。その上
で、ヘルダーの自己（感情）移入論（寺川 2021b, 2022a）によってその内容を基礎づけるとと
もに、その具体化および深化が可能であることを指摘した。 
 
(4) ヘルダーの人間性形成思想のうちに多文化共生論や自己（感情）移入（共感）論の萌芽を見
いだす先行研究は、確かに存在する。しかしその両者を、さらには道徳教育（人間性形成）をも
結びつけて体系化しその現代的意義について問う研究は存在しなかった。そのため、ヘルダーを
手がかりとして多文化共生論・自己（感情）移入（共感）論・道徳教育（人間性形成）が密接に
連関していることを明らかにするとともに、その理論的基盤となるヘルダーの人間性形成思想
には現代的意義があることを指摘したことが、本研究から得られた成果の国内外における位置
づけであり、そのインパクトは、現代の多文化共生論およびその実現に向けた現代日本の道徳教
育をヘルダーの人間性形成思想の観点から理論的に基礎づけた点にある。 
 
(5) ヘルダーの人間性形成思想は 18 世紀ドイツというニヒリズム以前の思索であることをふま
えるに、その現代的意義があるといえども、やはり限界があることも否めない。そこで、今後の
展望としては、ヘルダーの人間性形成思想の延長線上に位置づけることができるニヒリズム以
降の思索、具体的にはフランス人格主義とその周辺（ベルジャーエフ、ムーニエ、Th.シャルダ
ン、ブロンデルら）や現象学的自己（感情）移入（共感）論（Th.リップス、フッサール、シェ
ーラー、E.シュタイン、H.シュミッツら）に着目するとともに、日本人の道徳（教育）観の基底
をなす仏教をはじめとした東洋思想も射程に入れながら、多文化共生およびその実現に向けた
道徳教育のあり方を考究していく。 
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